
書

評

金
澤
周
作
編

『
海
の
イ
ギ
リ
ス
史

　
　
　
闘
争
と
共
生
の
世
界
史

』
菊
　
池
　
雄
　
太

　
海
事
史
（
日
鋤
葺
ぎ
Φ
甑
ω
8
曼
）
研
究
は
長
い
伝
統
を
も
つ
が
、
近
年
で

は
ま
す
ま
す
活
発
な
国
際
的
交
流
や
テ
ー
マ
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
の
西
洋
史
研
究
に
お
い
て
も
、
「
海
山
を
扱
っ
た
著
書
、
訳
書
、

論
文
が
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
よ
う
に
、
正
面
か
ら
門
海
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
か
つ
初
学
者
を
意
識
し
た
「
海
事
史
入
門
書
」
の
形

を
と
る
書
物
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。

　
本
書
は
コ
ラ
ム
も
含
め
る
と
二
〇
人
に
及
ぶ
執
筆
者
に
よ
る
共
著
で
あ
る
。

序
論
と
な
る
総
説
に
続
き
、
計
～
三
章
か
ら
成
る
三
部
構
成
の
形
を
と
り
、

加
え
て
二
〇
の
短
い
コ
ラ
ム
が
挿
入
さ
れ
る
。
第
一
部
は
海
事
史
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
の
「
強
さ
」
を
表
す
側
面
を
扱
う
「
光
偏
、
第
二
部
は
反
対
に
イ

ギ
リ
ス
の
「
弱
さ
」
を
示
す
側
面
を
扱
う
「
影
」
（
こ
の
区
分
は
「
総
説
」

で
提
起
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
上
の
問
題
点
と
関
わ
る
）
、
さ
ら
に
第
三

部
は
イ
ギ
リ
ス
海
事
史
を
相
対
化
す
る
こ
と
を
臼
的
に
他
地
域
の
事
例
を
提

供
す
る
「
反
射
」
と
題
さ
れ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
こ
れ
か
ら
歴
史
を
学
ぶ
、
あ
る
い
は
研
究

し
よ
う
と
す
る
初
学
者
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
評
で
も
そ
の
観

点
か
ら
論
評
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
各
章
の
紹
介
と
コ
メ
ン

ト
を
述
べ
、
最
後
に
全
体
に
関
す
る
論
評
を
行
い
た
い
。

　
ま
ず
本
書
は
編
者
（
金
澤
周
作
）
に
よ
る
入
念
な
総
説
か
ら
始
ま
る
。
論

点
と
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多
い
た
め
に
す
べ
て
紹
介
し
き
れ
な
い
が
、
本
書

の
図
的
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
お
も
し
ろ
い
歴
史
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ

り
、
海
の
歴
史
は
そ
の
た
め
の
格
好
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
。
海
の
イ
ギ

．
リ
ス
史
が
持
つ
意
義
と
し
て
、
編
者
は
イ
ギ
リ
ス
史
叙
述
が
三
つ
の
コ
董

性
扁
、
す
な
わ
ち
「
ロ
ー
カ
ル
な
歴
史
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
」
、
「
陸
の
景

観
と
海
の
景
観
」
、
「
ク
ル
ー
ソ
ー
的
イ
ギ
リ
ス
と
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
的
イ
ギ
リ

ス
」
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
順
に
一
言
で
説
明
す
る
と
、

国
内
史
と
帝
国
史
の
対
話
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
海
と
い
う
対
象
を

歴
史
学
が
扱
い
き
れ
て
い
な
い
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
史
叙
述
は
ク
ル
ー
ソ
ー
的

「
強
い
イ
ギ
リ
ス
」
を
中
心
と
し
、
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
的
「
弱
い
イ
ギ
リ
ス
」
と

し
て
の
側
薦
が
十
分
に
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
「
海
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
三
つ
の
二
重
性
を
統
合
的
に
理

解
す
る
可
能
性
を
持
つ
（
＝
頁
）
」
と
し
、
上
述
の
「
光
」
、
「
影
」
、
「
反

射
」
の
三
側
面
か
ら
、
海
の
歴
史
に
関
わ
る
基
礎
的
事
項
に
加
え
、
多
彩
な

研
究
動
向
と
研
究
ト
ピ
ッ
ク
を
提
示
す
る
と
い
う
本
書
の
姿
勢
が
示
さ
れ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
事
史
の
「
光
」
の
側
面
が
扱
わ
れ
る
。
第
一

章
（
石
橋
乱
人
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
未
知
な
る
海
を
切
り
開
き
解
明
し
て
い

く
過
程
を
、
「
探
検
・
科
学
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
描
き
出
し
、
同
時
に

そ
の
枠
内
で
近
世
イ
ギ
リ
ス
海
外
進
出
の
基
礎
的
事
項
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

導
入
章
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
探
検
航
海
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ

た
航
海
、
観
測
、
測
量
、
天
文
、
地
理
な
ど
に
関
す
る
有
用
な
知
識
が
イ
ギ
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評書

リ
ス
海
上
進
出
の
基
盤
を
準
備
し
、
さ
ら
に
科
学
的
探
検
に
よ
り
現
地
の
動

植
物
や
物
品
の
収
集
、
ス
ケ
ッ
チ
、
生
物
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
科
学

の
発
達
が
促
さ
れ
る
様
が
、
具
体
的
な
人
物
や
事
物
を
通
じ
て
叙
述
さ
れ
る
。

近
年
で
も
注
目
を
集
め
る
「
知
識
」
を
切
り
口
と
し
て
海
の
歴
史
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
方
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
紹
介
さ
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
は
高
校
世

界
史
で
も
習
う
人
名
や
事
項
が
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
た
と
え
ば
西
洋
史
を

専
攻
す
る
学
部
生
は
、
既
習
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
本
章
の
テ
ー
マ
に
有
機
的
に

結
び
つ
け
、
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
章
（
薩
摩
真
介
）
で
は
共
和
螺
子
か
ら
一
八
世
紀
に
至
る
イ
ギ
リ
ス

の
「
海
軍
」
が
扱
わ
れ
る
。
個
々
の
海
戦
や
戦
術
と
い
っ
た
古
典
的
ト
ピ
ッ

ク
で
は
な
く
、
海
軍
組
織
と
制
度
（
保
有
艦
隊
の
発
達
、
行
政
組
織
の
構
造
、

財
政
）
、
軍
艦
内
社
会
の
構
成
（
乗
組
員
の
構
成
、
仕
宮
の
出
自
や
登
用
・

昇
進
、
水
夫
の
リ
ク
ル
ー
ト
）
、
海
軍
の
役
割
（
本
国
防
衛
、
貿
易
保
護
、

外
地
で
の
作
戦
行
動
）
な
ど
の
制
度
的
・
社
会
経
済
的
側
簡
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
。
個
人
的
に
興
味
を
引
か
れ
た
部
分
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
力
が
他
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
し
優
位
を
保
っ
た
背
景
に
は
そ
の
優
れ
た
資
金
調
達

能
力
が
あ
り
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
安
定
し
た
信
用
制
度
に
基
づ
く
債
券
発

行
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
の
フ
ラ
ン
ス
海
軍
を

扱
っ
た
章
と
リ
ン
ク
し
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
が
近
代
世
界
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

握
る
こ
と
に
い
か
に
し
て
成
功
し
た
の
か
と
い
う
大
き
な
問
題
と
も
関
わ
る

で
あ
ろ
う
。

　
第
三
章
（
坂
本
優
　
郎
）
「
海
と
経
済
」
で
は
、
漁
業
（
タ
ラ
漁
、
ニ
シ

ン
漁
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
捕
鯨
）
と
海
運
業
に
光
が
当
て
ら
れ
、
と
り
わ
け

海
の
現
場
に
生
き
た
人
々
に
注
目
す
る
こ
と
で
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
性
が
喚
起
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
漁
業
に
関
し
て
は
漁
師
や
ニ
シ
ン

保
存
処
理
業
者
、
さ
ら
に
子
ど
も
と
女
性
が
、
海
運
業
に
関
し
て
は
商
人
、

船
乗
り
、
船
主
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
海
域
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の

生
活
、
行
動
、
人
的
・
社
会
的
関
係
を
研
究
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
る
。
と

く
に
漁
業
史
は
日
本
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
分
野
で
あ
り
、
今
後
の

研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
新
し
い
研
究
方
向
を
示
す
部
分
で
は
ニ
シ
ン

漁
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
航
行
と
捕
鯨
は
第

一
章
の
「
探
検
・
科
学
」
と
も
関
わ
る
上
に
日
本
で
の
研
究
が
手
薄
な
分
野

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
。
海
運
業
の
部
分
で
は
、

昨
今
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
「
環
大
西
洋
世
界
」
の
よ
う
な
枠
組
み
は
対
象
と

す
る
空
間
が
閉
鎖
的
に
捉
え
ら
れ
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
他
の
諸
海
域
を

含
め
た
よ
り
広
い
視
野
の
も
と
で
比
較
・
関
連
付
け
を
行
い
、
海
を
媒
介
し

た
経
済
史
の
実
像
に
迫
る
べ
き
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
る
。

　
第
四
章
（
林
田
敏
子
）
で
は
「
港
」
が
扱
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

港
の
形
成
は
、
王
権
に
よ
る
統
一
的
体
系
の
も
と
に
進
み
、
ロ
ン
ド
ン
の
圧

倒
的
地
位
が
確
立
す
る
に
伴
い
、
諸
港
は
分
業
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
皇
帝
や
領
邦
権
力
の
影
響
が
弱
か
っ
た
北
ド

イ
ツ
の
港
湾
の
場
合
と
明
確
に
異
な
る
た
め
、
こ
の
分
業
体
制
確
立
の
具
体

的
背
景
と
過
程
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
港
湾
間
の
競
争
は
存

在
し
た
の
か
、
王
権
の
主
業
あ
る
い
は
介
入
は
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
よ

り
経
済
的
な
過
程
で
形
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
な
の
か
等
の
、
比
較
史
的
な
関

心
が
喚
起
さ
れ
る
。
本
章
で
は
そ
の
他
に
港
に
お
け
る
人
々
、
検
疫
、
労
働

運
動
、
港
の
表
象
な
ど
多
彩
な
論
点
が
提
示
さ
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
の
方

向
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
移
民
研
究
や
外
国
入
研
究
と
い
っ
た
既
存
の
分
野

に
「
港
」
の
視
点
を
盛
り
込
み
、
マ
ル
チ
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
空
間
と
し
て
港
を

分
析
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
た
と
え
ば
「
宮
廷
ユ
ダ
ヤ
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人
（
O
o
∬
簿
富
≦
ω
）
」
に
対
し
て
「
港
湾
ユ
ダ
ヤ
人
（
℃
o
簿
冒
≦
ω
）
」
に
注

目
す
る
近
年
の
研
究
動
向
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
部
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
事
史
の
「
影
」
の
側
面
に
注
目
す
る
。
第
一
章

（
金
澤
）
は
「
海
難
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
当
該

テ
ー
マ
に
い
か
な
る
接
近
方
法
が
あ
り
得
る
の
か
が
示
さ
れ
る
。
研
究
の
方

向
性
と
し
て
は
、
海
難
の
実
態
、
海
難
対
策
、
さ
ら
に
は
海
難
の
イ
メ
ー
ジ

と
い
う
、
表
象
や
書
説
と
い
う
観
点
か
ら
海
難
を
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

紹
介
さ
れ
る
。
未
開
拓
の
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
か
、
史
料
の
紹
介
が
と
り
わ

け
丁
寧
に
な
さ
れ
て
い
る
の
が
本
章
の
特
微
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
な

ら
ば
、
量
的
史
料
と
し
て
海
難
報
告
や
近
年
刊
行
さ
れ
た
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、

質
的
史
料
と
し
て
役
人
に
よ
る
海
難
調
査
報
告
、
定
期
刊
行
物
の
報
道
、
さ

ら
に
作
家
や
海
難
体
験
者
に
よ
る
難
破
謳
、
図
像
、
絵
画
作
品
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
性
格
の
異
な
る
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
用
い
方
も
教
示
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
海
難
を
め
ぐ
る
表
象
や
言
説
の
比
較
史
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
読
ま
れ
方
の

分
析
な
ど
は
、
時
代
・
地
域
横
断
的
な
広
が
り
を
も
つ
発
展
可
能
性
を
秘
め

た
テ
ー
マ
に
思
わ
れ
た
。

　
第
二
章
（
金
澤
）
「
密
貿
易
と
難
破
船
略
奮
扁
で
は
、
研
究
の
枠
組
み
と

し
て
「
社
会
的
犯
罪
扁
が
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
規
制
上
は
犯
罪
で

あ
っ
て
も
、
民
衆
の
考
え
で
は
正
当
と
み
な
さ
れ
慣
習
的
に
繰
り
返
さ
れ
る

非
合
法
行
為
に
、
密
貿
易
と
難
破
船
略
奪
は
数
え
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
で

は
「
社
会
的
犯
罪
」
史
研
究
に
お
い
て
、
密
貿
易
や
難
破
船
略
奪
は
ど
の
よ

う
な
像
を
提
供
す
る
か
。
本
章
で
は
こ
れ
ら
行
為
の
具
体
例
と
と
も
に
当
局

の
対
応
、
さ
ら
に
密
貿
易
従
事
者
や
難
破
船
略
奪
者
の
意
識
が
扱
わ
れ
、
日

常
的
に
行
わ
れ
る
密
貿
易
に
、
難
破
船
略
奪
の
非
日
常
性
・
祝
祭
性
が
交
わ

る
マ
リ
タ
イ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
世
界
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
は
「
社
会
的

犯
罪
」
研
究
が
想
定
し
た
支
配
・
被
支
配
の
二
項
対
立
的
観
点
か
ら
は
捉
え

き
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
研
究
可
能
性
が
見
出
さ
れ
得

る
と
い
う
。

　
第
三
章
（
薩
摩
）
で
論
及
さ
れ
る
「
海
賊
」
の
歴
史
は
、
従
来
、
と
．
く
に

日
本
で
は
近
年
ま
で
真
剣
な
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
実
は

近
世
の
イ
ギ
リ
ス
と
海
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
際
に
は
決
し
て
無
視
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
本
章
が
主
眼
を
置
く
の
が
、

海
賊
活
動
の
歴
史
的
文
脈
や
社
会
経
済
史
的
背
景
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
る

学
問
的
海
賊
研
究
で
あ
る
。
海
賊
の
表
象
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
扱
っ
た
部
分
も

注
目
に
値
す
る
が
、
評
者
に
と
く
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
「
海
賊
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
海
賊
の
鎮
圧
扁
を
扱
っ
た
節
（
一
八
七
－
一
九
二
頁
）
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
海
賊
活
動
の
盛
衰
が
社
会
全
体
に
お
け
る
労
働
力
の
需
給
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
商
人
や
本
国
政
府
の
利
害
関
心
と
い
っ
た
要
素
に
結
び
付
け
ら

れ
る
。
ま
た
海
賊
鎮
圧
の
歴
史
は
、
ポ
リ
ス
研
究
の
脈
絡
か
ら
も
興
味
深
い

テ
ー
マ
と
な
る
。
本
章
が
指
摘
す
る
海
賊
鎮
圧
に
お
け
る
他
国
と
の
連
携
と

い
う
観
点
を
持
ち
込
め
ば
、
陸
地
に
比
べ
境
界
線
の
曖
昧
な
海
の
世
界
に
お

け
る
犯
罪
取
締
り
の
特
徴
が
描
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
評
者
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
第
四
章
（
薩
摩
）
で
扱
わ
れ
る
「
私

掠
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
「
国
家
が
認
め
た
海
賊
行
為
扁
く
ら
い
の
曖
昧

な
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
た
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
章
は
、
私

掠
の
種
類
、
規
模
、
至
愚
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
（
資
金
、
船
舶
、
水
炎
の
確
保
、

掌
捕
認
可
状
の
申
請
、
捕
獲
物
の
審
査
、
収
益
の
配
分
等
）
、
私
蔵
の
軍
事

的
・
経
済
的
意
義
な
ど
、
私
掠
に
関
す
る
正
確
な
知
識
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
授

け
て
く
れ
る
。
評
者
が
注
目
し
た
の
は
中
立
船
舶
の
問
題
で
あ
る
。
本
来
掌

捕
対
象
外
に
該
当
す
る
申
立
船
舶
で
あ
っ
て
も
、
多
孔
さ
れ
る
こ
と
は
た
び
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評書

た
び
あ
っ
た
。
本
章
で
も
「
国
籍
」
、
「
中
立
扁
、
「
敵
」
を
ど
う
判
断
す
る
か

と
い
う
線
引
き
は
微
妙
な
問
題
で
あ
り
、
研
究
の
必
要
性
が
喚
起
さ
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
中
立
船
舶
の
寧
捕
を
正
当
化
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
レ
ト
リ

ッ
ク
が
用
い
ら
れ
た
の
か
も
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
反
対
の
視
点

か
ら
、
申
立
船
舶
に
よ
る
貿
易
活
動
が
ど
れ
ほ
ど
有
効
で
、
経
済
的
な
意
義

を
持
ち
え
た
の
か
は
、
商
業
史
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た

い
。
　
第
三
部
で
は
、
他
地
域
の
海
の
歴
史
か
ら
イ
ギ
リ
ス
海
事
史
が
「
照
射
」

さ
れ
る
。
第
一
章
（
君
塚
弘
恭
）
「
近
世
フ
ラ
ン
ス
経
済
と
大
西
洋
世
界
」

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
洋
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
陸
の
世
界
と
の
つ
な
が
り

も
重
視
し
た
叙
述
が
な
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
内
貿
易
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿

易
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
世
界
と
の
貿
易
に
お
け
る
商
品
流
通
、
輸
送
パ
タ
ー
ン
、

商
業
の
担
い
手
な
ど
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
分
か
り
や
す
い
が
、
用
語
法

に
つ
い
て
若
干
の
明
確
化
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
本
章
で
多
用
さ

れ
る
様
々
な
規
摸
や
機
能
の
「
…
市
場
」
で
あ
る
。
と
く
に
「
フ
ラ
ン
ス
国

内
市
場
」
の
節
で
、
「
も
っ
と
も
狭
い
範
囲
で
あ
り
な
が
ら
も
っ
と
も
伝
統

的
活
重
要
な
商
品
市
場
、
い
わ
ゆ
る
『
局
地
的
市
場
圏
鳴
」
と
し
て
ボ
ル

ド
ー
と
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
ブ
ド
ウ
酒
と
小
麦
の
交
換
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
一
般
に
「
局
地
的
市
場
圏
漏
と
言
っ
た
場
合
、
大
塚
久
雄
の
言
う
と

こ
ろ
の
都
市
商
業
・
手
工
業
の
ギ
ル
ド
規
制
か
ら
自
由
な
農
村
間
で
局
地
的

に
売
買
が
行
わ
れ
る
市
場
圏
が
想
起
さ
れ
る
た
め
、
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
（
阿
河
雄
二
郎
）
の
「
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
と
社
会
」
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
の
構
造
、
海
港
、
工
廠
、
水
央
や
水
平
の
徴
募
、
海
事
裁

判
所
の
役
割
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
イ
ギ
リ

ス
と
の
関
係
や
比
較
が
各
所
で
な
さ
れ
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。
た
と
え
ば

英
仏
海
軍
の
財
政
面
で
の
比
較
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
一
七
〇
〇
年
頃

ま
で
に
急
速
に
拡
大
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
財
政
的
圧
迫
を
前
に
海
軍

の
軽
量
化
・
効
率
化
に
転
じ
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
海
洋
帝
国
を

ま
か
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
フ
ラ
ン
ス
に
は
海
軍
大
國
を
目
指
す
場
合
の
負

の
遺
産
が
重
く
の
し
か
か
り
、
構
造
的
な
限
界
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
三

四
九
頁
）
」
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
、
本
書
第
一
部
第
二
章
に
よ
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
は
安
定
し
た
信
用
制
度
に
よ
る
資
金
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
こ

と
で
巨
大
な
海
軍
を
維
持
し
得
た
。
海
港
の
発
達
、
海
軍
工
廠
、
乗
組
員
の

徴
用
、
難
破
船
や
海
難
物
の
扱
い
な
ど
も
、
本
書
第
一
部
と
第
二
部
で
描
か

れ
た
イ
ギ
ー
3
ス
の
場
合
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
。

　
第
三
章
（
合
田
昌
史
）
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
と
海
扁
で
は
、
い
わ

ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
発
見
の
時
代
」
に
お
い
て
両
国
が
果
た
し
た
先
駆
的

意
義
が
検
討
さ
れ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
、
近
隣
大
西
洋
諸
島
へ
の
進
出
に
始
ま

る
対
外
拡
張
が
い
か
に
未
知
の
世
界
を
切
り
開
き
、
世
界
を
「
分
割
」
し
た

の
か
、
そ
の
体
制
が
後
発
の
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
い
か
な
る
挑
戦

に
晒
さ
れ
た
の
か
が
描
か
れ
る
。
航
路
の
発
見
と
開
拓
、
海
洋
支
配
、
交
易

拠
点
の
形
成
、
海
難
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
船
舶
に
対
す
る
私
掠
行
為

と
護
送
、
『
自
由
海
里
瞬
を
め
ぐ
る
論
争
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
本
書
で
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
扱
っ
た
三
章
と
結
び
つ
け
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
初
学
者
に
向
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
他
国
と
比
べ
た
場
合
の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
対
外
進
出
の
特

徴
を
、
よ
り
明
示
的
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
上
帝
国
が
「
交
易
拠
点
帝
国
」
で
あ
っ
た
こ
と
の

背
景
や
そ
の
帰
結
な
ど
で
あ
る
。

　
第
四
章
（
大
西
吉
之
）
「
オ
ラ
ン
ダ
と
海
」
で
は
、
東
イ
ン
ド
と
の
関
わ
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り
に
焦
点
を
絞
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
海
事
史
が
語
ら
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
海
事
史

研
究
全
体
を
概
観
す
る
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
が
本
章
の
特
徴
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
有
益
で
あ
る
。
欲
を
言
え
ば
、
B
本
の
研
究
史
に
つ
い
て
も
一
言

欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
章
で
は
、
女
性
と
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
と
い
う
新
鮮
な
切
り
ロ
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
わ

れ
た
船
員
の
妻
の
存
在
は
、
船
員
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
の
薄
さ
、
薄
給

で
あ
っ
た
船
員
の
大
半
が
未
婚
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と

し
て
、
従
来
の
海
事
史
研
究
に
お
い
て
無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、
よ
う
や

く
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
と
い
う
。
夫
の
航
海
中
、
陸

に
残
さ
れ
た
妻
た
ち
は
会
社
か
ら
一
定
の
金
銭
的
配
慮
を
受
け
た
が
十
分
で

は
な
く
、
副
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
港

町
の
宿
屋
、
酒
場
、
売
春
宿
な
ど
で
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
員
確
保
の
た
め
の

り
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
た
妻
た
ち
の
存
在
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に
光

を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
男
性
偏
重
の
海
事
史
研
究
の
見
直
し
が
期
待
さ
れ

る
。　
第
五
章
（
村
上
衛
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
世
界
、
清
朝
の
事
例
か
ら
の
「
照

射
」
で
あ
る
。
門
近
代
中
国
沿
海
世
界
と
イ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
表
題
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
主
眼
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
に
置
か
れ
る
。
一
七
世
紀
後

半
に
鄭
成
功
の
抵
抗
を
排
し
た
の
ち
の
清
朝
の
沿
海
支
配
は
緩
や
か
な
管
理

体
制
を
特
徴
と
し
、
一
八
世
紀
に
は
海
上
貿
易
が
大
い
に
発
展
し
た
。
し
か

し
一
九
世
紀
に
な
る
之
清
朝
の
貿
易
・
治
安
管
理
は
揺
ら
ぎ
、
沿
海
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
困
難
に
陥
り
、
混
乱
は
ア
ヘ
ン
戦
争
を
通
じ
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

そ
の
際
に
清
朝
に
か
わ
り
沿
海
の
秩
序
を
回
復
す
る
も
の
が
必
要
と
さ
れ
、

そ
の
役
を
担
っ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
清
朝
は
沿
海
管
理
を
業
務
委

託
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
を
「
利
用
」
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
委
託
に
あ

ま
り
に
依
存
し
た
こ
と
で
自
前
の
海
軍
整
備
が
遅
れ
、
清
朝
は
の
ち
の
対
外

戦
争
に
お
い
て
大
き
な
「
ツ
ケ
」
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
緩
や

か
な
沿
海
支
配
体
制
か
ら
清
朝
が
辿
っ
た
こ
の
よ
う
な
道
筋
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
素
材
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
冨
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
海
の
歴
史
の
入
門
書
で
あ
る
。

そ
の
意
識
が
徹
底
さ
れ
た
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
全
体
の
論
評
と
し

て
第
一
に
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、
緻
密
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
全
体
構
成
が
印

象
的
で
あ
る
。
「
海
」
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
く
な
る

テ
ー
マ
を
系
統
だ
っ
た
筋
道
に
ま
と
め
る
べ
く
総
説
で
入
念
に
経
糸
が
引
か

れ
、
緯
糸
と
な
る
各
章
は
設
定
さ
れ
た
論
点
に
正
確
に
答
え
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
叙
述
が
有
機
的
に
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
丁
寧
な
目
配
り
、
工
夫

が
な
さ
れ
、
複
数
著
者
に
よ
り
書
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
不
統
一
感
を
あ
ま
り

感
じ
さ
せ
な
い
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
利
用
で
き
る
史
料
、
研
究
手

法
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
巻
末
に
は
日
本
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
海
事
史
関
連

史
料
、
さ
ら
に
と
く
に
お
薦
め
の
も
の
に
は
印
を
付
し
た
二
次
文
献
の
案
内

が
な
さ
れ
て
お
り
、
初
学
者
に
と
っ
て
行
き
届
い
た
設
計
で
あ
る
。
今
後
期

待
さ
れ
る
研
究
の
方
向
性
は
各
章
で
常
に
提
言
さ
れ
、
海
事
史
研
究
の
多
彩

な
発
展
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
充
実
し
た
コ
ラ
ム
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
残

念
な
が
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
コ
ラ
ム

に
よ
り
一
冊
の
書
物
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
多
く
の
ト
ピ
ッ
ク

と
地
域
を
紹
介
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
実
は
評
者
は
本
書
評
を
執
筆

す
る
に
あ
た
り
、
漏
れ
た
テ
ー
マ
が
な
い
か
「
粗
探
し
扁
を
し
た
の
で
あ
る

が
、
後
述
の
一
点
を
除
き
、
海
事
史
の
主
要
テ
ー
マ
は
本
論
と
コ
ラ
ム
に
よ
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っ
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
一
方
、
疑
問
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
陸
と
海
の
対
立
的
把
握
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
本
書
で
は
、
「
陸
地
の
論
理
を
海
に
延
長
し
た
よ
う
な
（
九
頁
）
」
、

「
陸
的
発
想
（
＝
ハ
頁
）
」
、
「
陸
地
の
論
理
で
閉
鎖
的
に
捉
え
る
（
九
九

頁
）
」
、
「
ふ
だ
ん
陸
上
の
歴
史
の
中
で
扱
わ
れ
る
も
の
（
二
四
｛
頁
ご
と
い

っ
た
表
現
が
批
判
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
海
の
社
会
に
は
陸

と
異
な
る
独
自
の
論
理
が
働
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
捉

え
き
れ
な
い
「
海
の
歴
史
」
が
あ
る
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
上
述

の
表
現
が
果
た
し
て
何
を
指
す
の
か
は
、
必
ず
し
も
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。
対
立
軸
を
明
確
に
し
、
「
海
の
歴
史
」
の
お
も
し
ろ
さ
を
際
立
た

せ
る
た
め
に
意
量
的
に
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
後
段
で
再
び
触
れ

る
よ
う
に
、
入
門
者
に
意
図
せ
ぬ
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
明
確
な
定

義
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
関
連
で
言
え
ば
、
本
書
が
「
総
説
」
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

「
陸
の
景
観
と
海
の
景
観
」
の
「
二
重
性
」
に
引
き
裂
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
史

を
問
題
辞
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
海
の
世
界
に
視
点
を
定
め
つ
つ
も
、
陸
を
含

め
た
よ
り
広
い
観
点
を
押
し
出
し
、
海
の
世
界
が
陸
の
世
界
に
及
ぼ
し
た
影

響
や
相
互
関
係
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
本
書
に
コ
ラ
ム
を
提
供
し
た
K
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
著
書
『
大
西
洋

貿
易
に
お
け
る
ド
イ
ツ
商
人
（
b
鳴
ミ
鶏
書
映
写
ミ
濠
ミ
鳴
帖
ミ

ト
貯
ミ
執
建
§
魯
押
鼠
雪
。
ロ
①
口
卜
。
O
自
）
画
は
、
「
海
事
史
」
を
直
接
の
テ
ー
マ

と
し
た
書
物
で
は
な
い
が
、
大
西
洋
港
湾
都
市
で
活
動
す
る
ド
イ
ツ
商
人
を

介
し
て
内
陸
深
部
が
大
西
洋
の
開
け
た
海
洋
世
界
と
結
び
つ
き
、
ひ
と
つ
の

経
済
圏
を
形
成
し
て
い
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
し
か
に

本
書
の
中
で
陸
海
の
関
係
に
目
配
り
し
た
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
陸
地
の
理
論
」
、
「
陸
的
発
想
」
に
表
さ
れ
る
批
判
的
ト
ー
ン
が
明
確
な
定

義
の
な
い
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
印
象
は
否
め
な
い
。
編
者
が
問
題
提
起

し
た
「
陸
」
と
「
海
」
の
乖
離
は
、
果
た
し
て
本
書
に
よ
り
繋
ぎ
合
わ
さ
れ

た
の
か
。
本
書
が
対
象
と
す
る
初
学
者
が
素
朴
に
受
け
る
で
あ
ろ
う
印
象
を

想
像
す
る
と
、
「
海
の
歴
史
」
を
「
陸
の
歴
史
」
に
結
び
合
わ
せ
る
作
業
は

ー
ー
本
書
が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
る
か
は
断
書
で
き
な
い
が
一
読
者
の
手

に
委
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
本
書
の
中
で
陸
海
両
者
が
交
わ
る
世
界
を
意

識
的
に
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
本
書
で
扱
わ
れ
る
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
コ
ラ
ム
も
含
め
る
と
海
事

史
研
究
の
主
要
テ
ー
マ
を
網
羅
し
て
い
る
と
奮
え
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、

環
境
史
に
つ
い
て
今
少
し
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
る
べ
き
に
思
え
た
。
一
冊

の
書
物
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を
扱
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
漁
業
史
を
扱
っ
た
部
分
に
は
研
究
動
向
と
し

て
「
環
境
史
を
は
じ
め
学
際
的
な
傾
向
も
見
出
せ
る
」
と
一
言
あ
る
が
、
環

境
史
が
海
事
史
研
究
に
お
け
る
重
要
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
海
洋
資
源
の
問
題
に
絡
め
立
ち
入
っ
た
紹
介
を
す
る
こ
と
も
で
き

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
書
評
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
多
く
、
コ
ラ
ム
の
個
別
論

評
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
本
書
が
、

目
標
と
し
て
掲
げ
た
「
お
も
し
ろ
い
歴
史
」
を
読
者
に
提
供
し
、
そ
の
よ
う

な
お
も
し
ろ
い
海
の
歴
史
の
研
究
に
取
り
組
む
た
め
の
道
標
を
示
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
A
五
判
　
三
七
六
頁
　
二
〇
＝
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

昭
和
堂
　
二
八
O
O
円
＋
税
）

（
京
都
産
業
大
学
経
済
学
部
特
定
研
究
員
）
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2


